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ことばを教えることばを教える

特定の言語を使えるようにする特定の言語を使えるようにする

ことだけを目指さねばならないのか。ことだけを目指さねばならないのか。

ことだけを目指すべきなのか。ことだけを目指すべきなのか。

それ以外の可能性は？それ以外の可能性は？
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１１
ことばを使えるようにことばを使えるように
することを目指すすることを目指す

直接的に，直接的に，
特定言語を使うための能力育成特定言語を使うための能力育成

言語知識を明示的に教授・練習言語知識を明示的に教授・練習

例：いわゆる「日本語教育」例：いわゆる「日本語教育」

言語観：言語知識が在る言語観：言語知識が在る

言語教育観：言語知識を教えるべき言語教育観：言語知識を教えるべき
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間接的・結果的に間接的・結果的に
特定言語を使うための能力育成特定言語を使うための能力育成

言語使用の場面作り言語使用の場面作り

例：内容重視，イマージョン例：内容重視，イマージョン

言語観：言語知識・内容・文脈は不可分言語観：言語知識・内容・文脈は不可分

言語教育観：内容の学習から結果的に言語教育観：内容の学習から結果的に

言語習得を促すべき言語習得を促すべき（塩川（塩川 20002000））

言語学習能力の育成言語学習能力の育成

学習者と教室外世界をつなぐ学習者と教室外世界をつなぐ

例：学習リソース，学習ストラテジー例：学習リソース，学習ストラテジー（宮崎（宮崎20022002）），言語，言語

学習ポートフォリオ学習ポートフォリオ

言語観：言語知識・内容・文脈は不可分言語観：言語知識・内容・文脈は不可分

言語教育観：各学習者固有の文脈に沿っ言語教育観：各学習者固有の文脈に沿っ

て，自律的な言語使用を促すべきて，自律的な言語使用を促すべき
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２２
ことばを使えるようにことばを使えるように
すること以外を目指すすること以外を目指す

不平等を解決するための不平等を解決するための
思想と能力の育成思想と能力の育成

社会的不平等を批判する視点と能力社会的不平等を批判する視点と能力

批判的言語意識教育，批判的リテラシー教育批判的言語意識教育，批判的リテラシー教育

言語観：言語が社会を構築する言語観：言語が社会を構築する

言語教育観：言説を批判する力を育て，社会的言語教育観：言説を批判する力を育て，社会的

不平等を解消すべき不平等を解消すべき

（（Fairclough 2001=2008; Fairclough 2001=2008; 竹川竹川 2010; 2010; 

アンドレハーノフアンドレハーノフ2006; 2006; 熊谷熊谷 20072007））
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表現観の育成表現観の育成

 表現しよう・したいという意欲の前提：表現観の育成表現しよう・したいという意欲の前提：表現観の育成

 「表現観」とは「表現観」とは

コミュニケーション観：自他の発見・変容コミュニケーション観：自他の発見・変容

言語観：「言語能力」≠思考内容・コミュ能力言語観：「言語能力」≠思考内容・コミュ能力

人間観・文化観：多様性・平等性・変容性人間観・文化観：多様性・平等性・変容性

言語観＝表現観言語観＝表現観

言語教育観：表現することへの希望こそを育てるべ言語教育観：表現することへの希望こそを育てるべ

きき

（牲川 細川（牲川 細川 20042004 牲川牲川 2009 b2009 b））

なぜその目標？なぜその目標？
なぜその実践？なぜその実践？

なぜその言語観・言語教育観？なぜその言語観・言語教育観？
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ことばは教えられるのか？ことばは教えられるのか？
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